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結
果
の
示
し
方
に
つ
い
て
は
、
全

国
平
均
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
の
、

芦
屋
市
の
比
較
割
合
と
し
て
、
四
段

階
評
価
で
表
し
て
い
ま
す
。
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手
の
ひ
ら
に
乗
る
く
ら
い
の
小
さ

　
　
　
　
　

な
白
い
紙
。
あ
な
た
は
何
に
使
い
ま
す

　
　
　
　
　
 
か
？
握
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
え
ば
、
た
だ

　
　
　
　
　

の
ご
み
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

　
　
　
　
　

し
、
投
票
用
紙
と
し
て
使
え
ば
、
そ
の

　
　
　
　
　

可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、「
自
分
の
一
票
で
政

治
は
変
わ
ら
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
政
治
は
混
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
物
価

は
上
が
る
一
方
、生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
メ
デ
ィ

ア
等
を
活
用
し
、政
治
の
場
に
直
接
参
加
す
る
人
た

ち
の
意
見
に
関
心
を
持
つ
努
力
や
日
本
の
国
を
共

に
創
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、選
挙
に
臨
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
票
を
、た
だ
の
紙
き
れ
と
無
駄
に
捨
て
る
こ
と

な
く
、自
分
の
身
近
な
問
題
と
し
て
選
挙
に
参
加
し
、

意
味
の
あ
る
投
票
用
紙
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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本
年
八
月
二
十
九
日
、
文
部
科
学
省
か

ら
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
芦
屋
市
全

体
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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教
科
に
関
し
て
は
、
一
部
課
題
が
あ
る

も
の
の
、
全
国
平
均
を
す
べ
て
上
回
っ
て

お
り
、
小
学
校
は
「
極
め
て
良
好
」、
中
学

校
は
「
良
好
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
質
問
紙
調
査
で
は
、
本
市
児

童
生
徒
の
学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習

環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等
に
関
す
る
状
況

が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
参
考

と
し
ま
す
。
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四
月
二
十
二
日（
火
）
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①
小
学
校
六
年
生
六
七
五（
六
九
五
）人

　

②
中
学
校
三
年
生
四
二
八（
四
四
六
）人
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全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ

の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
各
地

域
の
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
き

め
細
か
く
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
お
よ
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を

検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

各
教
育
委
員
会
、学
校
等
が
、全
国
的
な

状
況
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
育
お

よ
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、教
育
に
関
す
る
継
続
的

な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
す
。
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文
部
科
学
省
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
に
よ
り

測
定
で
き
る
の
は
学
力
の
特
定
の
一
部
分

で
あ
る
こ
と
や
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活

動
の
一
側
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
序
列
化
や

過
度
な
競
争
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
十

分
配
慮
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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本
市
に
お
い
て
は
、

調
査
結
果
を
十
分
に

把
握
・
検
討
し
、
今
後

の
教
育
実
践
や
施
策
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
基
本
的
な
考
え
の

も
と
、
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
市

全
体
と
し
て
の
結
果
を
示
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
力
に
関
し
て
は
、
平
均
正

答
率
等
の
数
値
に
よ
る
公
表
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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���　10月17日（金）
午後１時30分～３時　
���　美術博物館講
義室　���　歌・加藤
純子氏、ピアノ・沖倫子氏、
Ｉ LOVE ASHIYA　�
���　要観覧料
※歌集（『愛唱名歌』野ば
ら社）のないかた1,000円

���　10月12日（日）・
13日（月・祝）午前10時～
５時＜雨天中止＞　�
��　美術博物館前庭
���　「手しごとの温
度」のテーマで、創作作
品を作者から直接購入
できるフリーマーケッ
ト約50店が出店。ほかに、

ライブ・パフォーマンスなどアート活動も実施します。
�������	
�����	����������������

��������������������

た
児
童
生
徒
の
割
合
が
中
学
校
で
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
生
と
も
に
テ
レ
ビ
等
の

視
聴
時
間
は
全
国
平
均
よ
り
は
低
い
が
、

携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
習
慣

化
し
て
い
る
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
学
習
は
、
自
分
で
計
画
を
立
て

て
取
り
組
む
も
の
の
、
学
校
の
復
習
に
取

り
組
む
児
童
生
徒
の
割
合
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

� � � � � 	 
 �

○国語・算数ともに、「知識」に関する結果は、十分に
　評価できる。
○「活用」に関する結果でも、国語・算数ともに、全国
　平均と比較して大きく上回っており評価できる。

○国語の「知識」「活用」に関する結果は、いずれも全
　国平均を上回っており評価できる。
○数学の「活用」に関する結果では、全国平均と比べ
　て、昨年より上昇しており評価できる。

極めて良好

極めて良好

良好

極めて良好

おおむね良好

おおむね良好

良好

良好

Ａ（知識）

Ｂ（活用）

Ａ（知識）

Ｂ（活用）

Ａ（知識）

Ｂ（活用）

Ａ（知識）

Ｂ（活用）

　

左
表
は
、全
国
の
状
況

を
参
考
に
、本
市
の
顕
著

な
状
況
を
示
し
た
も
の
を

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

自
己
肯
定
感
を
持
っ
て
い

る
児
童
生
徒
の
割
合
は
全

国
平
均
よ
り
は
や
や
高
い

も
の
の
、将
来
の
夢
や
目

標
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
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教
師
が
、児
童
生
徒
に
考
え
さ

　

せ
る
授
業
、相
互
に
評
価
し
た

　

り
、練
り
合
え
る
よ
う
な
場
面

　

を
設
定
し
た
授
業
を
積
極
的
に

　

取
り
組
み
ま
す
。

�
読
書
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
文
章

　

表
現
に
触
れ
た
り
、新
聞
や
辞

　

書
を
日
常
的
に
使
用
し
た
り
す

　

る
こ
と
に
よ
り
、語
彙
を
増
や

　

す
と
い
っ
た
習
慣
づ
け
を
一
層

　

重
視
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

�
日
常
生
活
に
お
け
る
体
験
的
な

　

場
面
を
学
習
に
取
り
入
れ
た
り
、

　

具
体
的
な
事
象
と
結
び
つ
け
て

　

理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、実

　

生
活
と
結
び
つ
け
て
考
え
さ
せ

　

る
力
を
つ
け
る
よ
う
に
、取
り

　

組
み
ま
す
。

�
個
々
の
考
え
や
思
い
、一
人
一

　

人
の
表
現
活
動
を
大
切
に
す
る

　

と
と
も
に
、相
手
に
伝
え
る
力

　

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
授
業

　

の
創
造
や
授
業
改
善
に
、取
り

　

組
み
ま
す
。
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「
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成
」

　
「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
」な
ど
、

　

引
き
続
き
学
校
と
し
て
の
取
り

　

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

　

育
成
を
図
り
、自
己
を
見
つ
め

　

た
り
、物
事
を
成
し
遂
げ
る
経

　

験
が
で
き
る
よ
う
、地
域
や
家

　

庭
と
の
連
携
の
も
と
に
進
め
ま

　

す
。

�
読
書
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、

　

小
学
校
で
は
、日
常
的
に
読
書

　

に
親
し
む
た
め
の
指
導
、中
学

　

校
で
は
、読
書
を
よ
り
豊
か
な

　

も
の
に
す
る
た
め
の
指
導
を
位

　

置
づ
け
る
と
と
も
に
、家
庭
、地

　

域
と
連
携
を
強
化
し
た
取
り
組

　

み
を
進
め
ま
す
。

�
各
学
校
が
、自
校
ご
と
に
問
題

　

点
や
課
題
を
検
討
し
、保
護
者

　

に
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。
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�
「
学
力
向
上
研
究
推
進
委
員
会
」

　

の
継
続
設
置
を
し
て
、本
調
査

　

結
果
の
詳
細
な
検
証
に
基
づ
く

　

今
後
の
指
導
改
善
や
施
策
へ
の

　

提
言
を
行
い
ま
す
。

�
「
学
力
向
上
支
援
事
業
」の
深
化

　

充
実
と
し
て
、現
行
事
業
の
見

　

直
し
や
整
理
統
合
、チ
ュ
ー
タ
ー

　

活
用
策
の
研
究
、授
業
改
善
、指

　

導
法
の
工
夫
等
に
向
け
た
研
究

　

体
制
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
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小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校
小学校
中学校

����������

とを最後までやりとげて、うれしかったことがある

はよいところがある

や目標を持っている

きまり（規則）を守っている

で通話やメールを、ほぼ毎日している

～金曜日）、１日あたり２時間以上、テレビ、ビデオ、
を見ている

で計画を立てて勉強している

の授業の復習をしている

好きである

答を文章で書く問題について、最後まで解答を書
力した
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本
市
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、右

表
の
と
お
り
、小
学
校
・
中
学
校
と
も

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:00

⑤22:30
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������
���　10月22日～11月５日（水）午前10時～11
時30分＜全３回＞　����市民センター 218
室　���　この難しい時代の子育てを乗り切
るために／「『特別支援教育』って何？」神戸親和
女子大学教授・大林恵子氏ほか　���　60人
����　1,000円（託児・各回300円）
�������
���　10月24日～３月13日（金）午前10時～11
時30分＜全６回＞　����市民センター 401
室　���　歴史から見た「坂の上の雲」／城
郭・歴史研究家・菅原美文氏　���　100人
����　1,900円
�������	
��������
���　10月18日～３月14日（土）午後２時～３
時30分＜全６回＞　����市民センター 401
室　���　政治・経済・社会問題の本質に迫る
／「この政局を読む」ジャーナリスト泉和幸氏ほ
か　���　100人　����　1,900円
�������	
������
���　10月25日～３月７日（土）午後２時～３
時30分＜全６回＞　����市民センター 401
室　���　「変わりゆく医療」各診療科医師　
���　80人　����　1,000円
�������	
�
���　10月18日～11月８日（土）午前10時～11
時30分＜全４回＞　����市民センター 401
室　���　発達障害を考える－発達障害の新
しい教育論　���　80人　����　1,000円

������　10月９日（木）＜消印有効＞までに、
講座名・住所・氏名・電話番号を明記し、はがきか
ファクスで上記へ。
※応募多数の場合は抽選し、市民優先とします。
������　２歳児以上就学前の幼児が対象。
※申し込みの際に「託児希望」と記入のこと。

������

���　10月10日（金）午前10時～11時30分　�
���市民センター 401室　���　「思春期の
子育て・いつからでも大丈夫！自立型コーチン
グ」マザーズサポーター協会認定講師・木村光江
氏　���　先着20人（ＰＴＡ別枠）　���　
２歳児以上就学前の幼児・300円　����　
300円（ＰＴＡ枠無料）　������ファクス
か電話で公民館へ（ＰＴＡは各所属へ）

�������	
��

���　10月22日（水）午後１時15分～２時45分
����市民センター 401室　���　「村上春
樹にご用心！」神戸女学院大学教授・内田樹氏　
���　先着60人　����　300円　���
���ファクスか電話で公民館へ

�������	
����
���　10月４日（土）、10日・17日・24日（金）午後１
時～４時　���　家族関係・心の悩みなど
�������	
���������
���　10月１日・15日（水）午後１時～４時

��������	�
���������
���　午後１時～２時30分　���　体育館
・青少年センター剣道場　���　健康維持の
ためストレッチ・中国の練功リズム体操等　�
��　女性・先着10人　����　上履き、バス
タオル、飲み物　�����　10月10日（金）ま
でに、一期の会・野田（�31-8335）へ
�������	�
����
���
���　午後４時～５時30分　���　体育館
・青少年センター剣道場　���　園児～大人20
人　�����　10月13日（月・祝）までに、ミニト
ランポリン体操クラブ・奥野（�078-412-1126）へ
��������	�
��������	�
���　午前９時～正午　���　川西運動場
���　楕円形のボールを持って走り、味方に
パス！タックルの代わりに腰に付けたタグ（り
ぼん）を取ったり取られたりするゲーム　��
�　小学生以上（初心者歓迎）　�����　当
日会場へ　������　ラグビーソサエティ
・原田（�090-7492-6720）へ
����������
�������	�
���　午後３時～５時　���　体育館・青少
年センター剣道場　���　基本（固宛移動）・形
（平安〈扁段～５段〉・形演武）・組手（試合形式）練習
���　小学生以上　�����　当日会場へ
������　空手協会・末菅（�0798-54-1695）
�������	
�
��������
���　午前11時～午後５時　���　総合公
園陸上競技場　���　①小学生100ｍ・800ｍ・
1500m・４×100ｍリレー②中学生100ｍ・200ｍ・
800ｍ・1500ｍ・走り幅跳び・４×100ｍリレー③
高校・一般100ｍ・3000ｍ・5000ｍ　���　市内
在住・在勤・在学の小学生以上　�����　10
月11日（土）までに、出場種目・氏名・年齢・住所・
電話番号を明記し、右記へ　������　陸
上競技協会・上野（�090-3994-8330/FAX078-792-
5794/Ｅメール fwhs1820@nifty.com）へ

�������	
����������
���　10月11日（土）午前10時～11時30分　��
��ウィザスあしや　���　鍋帽子を使ってポ
トフを作ろう。野菜の皮やへたはどうする？ダン
ボール 堆 

たい

 肥 におまかせ！　���　小学生とその
ひ

保護者15組（大人のみの参加可）　�����　２
歳以上就学前までの幼児、先着８人・300円〈10月８
日（水）までに、要予約〉　�����　電話・はが
き・ファクス・Ｅメール・上記窓口へ

��������������	
��

���　10月１日～30日（平日・第１土曜日）午前
９時～午後５時15分　����ウィザスあしや

��������������	
����
�����

�������	
�������

��������������	
���
���　10月４日～12月25日の開館日　���　
作品を彩ったモデルの実像。古川丁未子の自筆書
簡、松子夫人宛の谷崎自筆書簡ほか
����������������	
����
���　10月４日～26日（最終日午後３時まで）　
���　織物美術家である龍村光峯の作品を展示
���������������	
����
���　10月９日（木）午後１時30分～３時　��
�　「真木柱」朗読　���　朗読グループＲＳＴ
/松之内令子氏・紅野芙美子氏　���　先着30人
���　1,000円　�����　上記へ
��������	
����
���　10月19日（日）午前10時30分～午後１時30分
���　源氏物語を男の目線で　���　京都橘
大学名誉教授・鈴木紀子氏　���　先着24人　
���　4,000円（食事付）　�����　上記へ

�������������
� � � �

���　10月12日（日）・13日（月・祝）午前11時～
午後４時　���　日用品のバザー
�������	
������������������

�������	
��

�������	
����
���������	
��������

��������������������

�������	
�� �������	
�����

　富田砕花旧居では、毎年春と秋の２回、
展示の入れ替えを行っています。新しく
なった展示を、ぜひご覧ください。
�����　10月１日～平成21年３月29
日（水・日曜日の午前10時～午後４時※入
館は３時まで）※10月17日は休館　���
富田砕花旧居　���　富田砕花宛書簡
ノートに見る多彩な交友（日夏耿之介・柳沢
健・藤木九三ほか）／富田砕花著「歌風土記
兵庫県」から（但馬の足跡、神子畑・天滝など）

�������	
����

　具体美術協会の中期を代表する作家として知られる向井
修二氏が、公には知られることのなかった「具体」の実情
について、数々のエピソードを交えながら語ります。参加
のかたからの、積極的なご質問を歓迎します。
���　10月５日（日）午後２時～４時　����講義室　
���　作家・向井修二氏　���　先着50人（要観覧料）

�������	
�����������
���　10月13日（月・祝）午後２時～２時30分　����展示室
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し
な
が
ら
一
定
条
件
の
も
と
で
記
述
し

　

た
り
、
説
明
し
た
り
す
る
力
に
課
題
が

　

あ
り
、
無
解
答
率
も
、
他
の
問
題
と
比

　

べ
て
、
や
や
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

　

し
た
。

■
生
活
習
慣
等
で
は
、他
者
に
対
す
る
思

　

い
や
り
の
心
や
、他
者
・
社
会
と
の
か
か

　

わ
り
の
中
で
共
に
生
き
て
い
こ
う
と
す

　

る
人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
に
課
題
が

　

見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
で
の
読

　

書
離
れ
が
見
ら
れ
、読
書
に
親
し
む
態

　

度
に
個
人
差
や
、学
校
で
の
取
り
組
み

　

に
差
が
あ
り
ま
し
た
。
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■
学
習
課
題
と
し
て
は
、
全
国
の
傾
向
と

　

同
じ
く
、
基
本
的
な
知
識
は
身
に
つ
い

　

て
い
る
も
の
の
、
知
識

　

を
実
生
活
に
結
び
つ
け

　

た
り
、表
現
し
た
り
、思

　

考
し
た
り
、判
断
し
た

　

り
す
る
、な
ど
の
活
用

　

の
力
に
課
題
が
見
ら
れ

　

ま
し
た
。

■
小
中
学
校
と
も
、
文
章

　

か
ら
必
要
な
情
報
を
取

　

り
出
し
て
書
き
換
え
た
り
、

　

自
分
の
考
え
を
明
確
に

引

続

学
校

取

　

組
み
を
進
め
、各
家
庭
と
一
層

　

の
連
携
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

�
人
間
関
係
力
に
つ
い
て
は
、学

　

習
活
動
に
お
け
る
自
己
表
現
力

体
制

支
援

行

す

�
読
書
習
慣
確
立
を
支
援
す
る
た

　

め
の
施
策
と
し
て
、「
子
ど
も
読

　

書
の
街
づ
く
り
推
進
事
業
」の

　

拡
充
を
図
り
ま
す
。
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 ものごと

 自分には

 将来の夢や

 学校のき

 携帯電話で

 普段（月～
 ＤＶＤを見

 家で自分で

 家で学校の

  読書が好

 国語の解答
 こうと努力
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